
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点教育目標 「確かな学びを通して、自分らしく未来を生きる生徒の育成」      第11号  

     

今日、何してた？ 何習った？ 校長 田上 直広 

令和6年 1月25日発行 

   

 新年を迎えて ･･･ まとめかつ次への準備期間へ                       
 

１月１５日(月)，学校には子どもたちの元気な顔が戻

り，無事後期課程が再開しました。あらためまして本年

もどうぞよろしくお願いいたします。 

さて，この時期，３年生にとっては 

中学校生活のまとめ，かつ目の前に 

ある進路目標の実現に向けたラス 

トスパート期となり，１・２年生にとっても 1 年のまとめ，

かつ進級を見据えた大切な準備期間となります。 

リモートで実施した全校集会では，冒頭で能登半島

地震における犠牲者への哀悼と被災地の１日も早い復

興への祈りをみんなで捧げようと黙祷しました。その後、 

「重点目標にある，『自分らしく未来を生きる』を

意識し，来るべき新年度(R6年度)へと大きく羽ばたく

ために、学校キーワードである”自律・尊重”の精神の

もと、それぞれが“自己実現(自分らしく生きる)」”へ

としっかり歩んでいこう。(要約)」と呼びかけました。 

 

 「昨日、何食べた？」                                     
原作漫画は読んでいませんが，昨年は「昨日，何食

べた？」というドラマを毎回楽しみに観ていました。ご存

じの方もいると思いますが，2LDK のマンションで同居

する，料理上手で几帳面かつ倹約家の弁護士と，その

恋人で人当たりの良い美容師という男性 2 人暮らしの

人生の機微を，特に「日々の食事」を通しながら描い

ていたドラマでした。特段大きな事件も波乱を呼ぶ展開

もない「日常」の物語ですが，食卓を囲みながらの何気

ない会話（対話）の中に，互いをリスペクトする愛情が

あり，大切な時間の積み重ねによって紡がれていく姿に

毎回共感させられておりました。 
 

さて、このドラマを思い返しつつ，「何気ない会話」と

いう視点から、ふと大リーグのドジャースとスポーツ史

上最高額で契約を結んだ大谷翔平選手と，サッカーの

本場スペインで大活躍する日本代表久保建英選手，そ

れぞれの少年時代の家庭での様子に関して書かれた

記事を思い出しました。 

先述した世界的アスリート 2 人の保護者へのインタ

ビュー記事から、一部を以下に紹介します。 
 

 

大谷家の教育方針は，「やりたいことを楽しくやらせる」                      

  大谷家では，息子が家の中でだらけて 

いても「野球の練習をしろ」と注意するこ 

とは一切なく，楽しく野球をやらせる。やる 

気のない時には好きなようにさせる。何より家庭の団

欒を大切にしてきたと話します。「160km を投げる」

「メジャーに行く」。大谷選手は，幼い頃から大それた目

標を臆することなく口にしてきたようですが，これにして

も保護者は「何を夢見たいなことを言っている。」「だっ

たらもっと練習しなさい。」ではなく，子どもの話す姿勢

を大切に，何でも笑顔で聞き，「今日の練習どうだっ

た？，どんなこと頑張った？･･･」と問いかけ，どん

な答えが帰ってくるのかが楽しかったと話します。 
 

久保家の教育方針は，「息子に何でも問いかける」         

一方久保家は，日常生活で気をつけて 

いたことを聞かれて，息子の「サッカーが 

好き。楽しい。」という気持ちを大切に，常 

に問いかけることを心がけていたそうです。日頃から

「今日何してた？」「何習った？」「誰と遊んだ？」｢楽

しかった？｣「嫌なことあった？」等とたくさん問いか

け，答えが返ってくるとさらに質問を加えていったそうで

す。また試合後には勝敗ではなく，「あのプレーはどんな

ねらいだった？」等と聞き，必ず「褒める」「叱らない」

を意識していたと話します。（ちなみに幼少期には，親子でゲ

ームをしても最後は必ず息子を勝たせてあげていたそうです。）  
 

誰しも，我が子（私たち教職員であれば生徒）には，

ついつい仕事や家事の忙しさや疲れ，あるいは同じよ

うな応答の繰り返し等を面倒がり，結果的に子ども（生

徒）の成長を阻害するきっかけを作ってしまうことがあ

るかもしれません。ですから，子育て真っ只中の保護者

の皆様には，できるだけ「子どもの話(声)を聞いて質

問し会話（対話)する」，そして「行動を見守ってい

く」｡そういった姿勢を大切にしていただきたいと思いま

す。子どもたちには，少しでも自分に自信をもち、自分

らしく人生を送ってほしい，ただただそう願います。 

 
 

 

 

 



 
 

 

本校では教師と生徒とのふれあい活動を大切に、日頃からの休み時間等での会話から、フォーサイト手
帳(１年)やPCのクラスルームを用いた紙面(デジタル)交流等にも力を入れております。また、授業では
協働（ペア・グループ）学習を、行事等では学級や学年の枠を越えた活動(縦割他)等を取り入れ、他者と
の良好な関係づくりから居心地の良い学校づくりに努めております。 
また、定期の教育相談前に実施するアンケートには、必ずいじめに関する項目を入れて行い、函館市が

全小中学校共通で実施している「いじめに係るアンケート調査」も年2回ほど実施しております。なお、
それに係わる直近の１１月の調査では、「いやなことがあった」「気になることを 
見た」という回答が７件ありました。これらについても軽微なものとおさえず丁寧 
に聞き取り、事実関係を明らかにすることで現在はすべて解消に向かっております。 
 その他、今月２９日(月)には生徒会主催による「いじめについて考える集会」を 
実施します。これからも生徒・保護者・地域の皆様とともに、いじめのない安全・ 
安心な学校づくりのために継続して努めてまいります。 

  

１日（木）新入生保護者説明会 

５日（月）２年進路学習会(８日、９日も) 

６日（火）１、２年授業参観、懇談会 

７日（水）職員会議 

９日（金）漢字検定 

１１日（日）建国記念の日、高専一般入試 

１２日（月）振替休日 

１３日（火）公立高校推薦面接日 

１４日（水）３年４時間授業 給食なし 

１５日（木）私立高校入試 

３年３時間授業 給食なし 

２１日（水）職員会議 

２３日（金）天皇誕生日 ＊テスト３日前諸活動停止 

２６日（月）１，２年後期定期テスト（～27日） 

      私立高校入試追試日 

 

  

 

 

 

 

 
  

 
  

 

 

    
  

                                      

   

  

  

   

  

 

 

   

  

 

 

 

 

   

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

   

 

 

 

１月 12 日（金）市Ｐ連新年交礼会

において、本校ＰＴＡが今年度の広報

誌作成やこれまでの活動を称えて、と

いうことで団体表彰を受賞し代表し

て真船会長に賞状が授与されました。 

冬休みの１月１２日（金）には、翌週１５日(月)

からの後期課程の再開と中学校生活最後の定期テ

ストを控えて、３年生は登校日となりました。中学

校生活のまとめおよび受験へのラストスパートと

いった意識も強く感じた１日でした。（左写真） 

また、１，２年生は学習会がありました。夏休み

同様、こちらは自由参加ですが、総勢５０名以上の

生徒が参加してくれました。あくまでも冬休みの

課題学習や個別に必要な学習活動（質問・確認含

む）を主たる目的としていますが、学習効果に加え

て、久しぶりに仲間に会えたり、生活のリズムを整

えることができたりと、大変有意義な時間となり

ました。（右写真）  

１月13日・14日に、北海道管楽器個人コンテス

ト・アンサンブルコンテスト函館地区大会が開催さ

れました。本校からはソロで2A三好さん（左写真）、

管打８重奏で２A 佐々木さん、小川さん、久保田さ

ん、中村さん、二田さん、松金さん、2B 小松さん、櫛

引さん（右写真）が、緊張感の高いハイレベルな演奏

が続く中、堂々と練習の成果を発揮しました。 

ともに銀賞受賞おめでとう！  

行事予定 


